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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
先
日
、「
く
り
や
ま
食
べ
て
飲

ん
で
ラ
リ
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
飲
食
店
街
を

は
し
ご
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
普

段
あ
ま
り
入
っ
た
こ
と
の
な
い
お

店
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
、
夜
に
な
る
と
町
内
を

歩
い
て
い
る
人
を
見
か
け
る
こ
と

が
少
な
い
で
す
が
、「
こ
ん
な
に
栗

山
に
は
人
が
い
る
の
か
！
」
と
驚

く
ほ
ど
、
大
変
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
た
夜
で
し
た
。（
伊
藤
）

▼
6
月
か
ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
肌
寒
い
日

が
続
き
、
ま
だ
1
日
も
半
袖
を
着

て
い
ま
せ
ん
。
季
節
の
変
化
が
例

年
以
上
に
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
て
、
人
事
異
動
で
多
く

の
職
員
が
異
動
と
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
残
留
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
田
畑
）

▼
栗
山
町
の
魅
力
発
信
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
「
く
り
や
ま
ち
ょ
う

Ｐ
Ｒ
隊
」。
先
日
も
Ｕ
Ｈ
Ｂ
の
「
み

ん
な
の
テ
レ
ビ
」
で
町
内
の
穴
場

や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
（
た
ち
）
も
Ｐ
Ｒ
隊
の

活
動
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
積

極
的
な
ま
ち
の
情
報
発
信
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
本
）
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ふるさと栗山で輝く芸術家をクローズア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝
く

芸
術

家
を

クローズアップ  ふるさと栗山で輝く芸術家
を

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝

く

きらり
☆

芸術家

町発祥の木彫「千
せ ん

瓢
ぴょう

彫
ぼ り

」
唯一の伝承者
中 原　篤 さん

【プロフィール】
なかはら　あつし
　 昭 和 10 年 10 月 21 日、
木彫師・中原和一の長男と
して生まれる。自宅敷地の
庭や建物にアイデア溢れる
オブジェを配した夢いっぱ
いの「カントリーミュージ
アム・木彫工房ナカハラ」
を主宰。9:00 から 17:00 ま
で見学が可能。現在 82 歳。

　町内鳩山地区の田園地帯にアトリエを構えて
約 60 年となる木彫家の中原篤さん（82 歳）は、
町発祥の木彫「千瓢彫」という伝統工芸を守り、
発展させてきた約 60 年間を振り返ってくれま
した。
　父親とともに腕磨く
　栗山高等学校を卒業した中原さんは 20 歳の
時に千瓢彫創始者の故・本田数馬翁に父親とと
もに弟子入り。農業の傍ら、その技術を修得
すべく腕を磨き、24 歳で出展した「鮭の跳躍」
が全道青年大会工芸部門で入賞、53 歳の時に
第 6 回北海道伝統木彫工芸展に出展した「シ
マフクロウ」で優秀賞（北海道知事賞）を受賞
しました。千瓢彫の技術に裏付けされたその作
品は木目を生かした味わい深い上品な作風。平
成元年頃には月に 1,000 人以上の方が訪れるな

ど、注目の的となりました。また、「作品を単
に作るだけでなく、どう発信していくのかも重
要」と常に先を見据えています。
　次世代に継承して
　今でも時々、いきいき交流プラザ「サンタの
笑顔」などの憩いの場に行き、積極的に情報交
換を行うという中原さん。「自分は文化財を引
き継ぐ役割があるように、他の高齢者の皆さん
にも長い間培ってきたものがあると思う。それ
を若い世代に伝えてほしい」と呼びかけていま
した。今後の抱負を聞くと「何より健康が一番。
体験教室なども予定していますが、記録する手
段が増えたことで自分が行ってきたことを今一
度整理し、映像に残すなどして伝承していけた
ら良いと思います」と意気込みを力強く語って
くれました。
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